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て基礎的な語を用いれば、「感情 emotion、情念 passion、欲求 appetite、徳と悪
徳、それに特定の徳や悪徳の名前を含むその他の語」を説明するのは、「ほと
                                                
1 本論文は、1999 年 9 月 15-6 日に行なわれた日本公益(功利)主義学会第二回大会における同名の発表原稿
を、大幅に加筆訂正したものである。発表原稿に手を加えるにあたっては、会場からの質問や意見に大い
に示唆を受けた。心から感謝する次第である。 
2 Jeremy Bentham, An Introduction to the Principles of Morals and Legislation (hereafter IPML), Oxford, 1996. な
お、比較的容易に入手可能な翻訳として、山下重一氏訳の『道徳および立法の諸原理序説』(関嘉彦責任編
集、『世界の名著 49 ベンサム J・S・ミル』、中央公論社、1979年所収)がある。 























                                                
5 Jeremy Bentham, Deontology together with A Table of the Springs of Action and Article on Utilitarianism 









第 11 章では、徳と密接に結びついた概念である「傾向性 disposition」が説明さ
れているので、『義務論』での徳の説明を見るまえにこの箇所を簡単に検討し
ておくことが望ましいと思われる。 
1.1 [傾向性と hexis] ところで、dispositionを「傾向性」と訳してしまうと、こ
の語と徳とのつながりが見えにくくなってしまうが、英語の disposition はギリ






                                                
6 アリストテレス、『ニコマコス倫理学』、第二巻第六章。ただし、W. D. Rossの訳(Nicomachean Ethics, 
Oxford Works of Aristotle Translated into English, Vol. IX, in McKeon ed., Introduction to Aristotle, Oxford, 1925.)




「ある人の心持 frame of mindにおいて一定不変だと考えられるものを表わすた
















                                                












































                                                
8 Jeremy Bentham, Deontology; or The Science of Morality: in which the harmony and coincidence of duty and 
self-interest, virtue and felicity, prudence and benevolence, are explained and exemplified. From the MSS. of Jeremy 
Bentham. Arranged and edited by John Bowring, 2 vols., London and Eginburgh, 1834. 
9 バウリング版と新全集版の『義務論』の詳細な比較については、新全集版の『義務論』にあるゴールド
ワースの解説(D xxix-xxxiii)を参照せよ。 






















                                                




語の歴史的な変遷については、Robert B. Louden, ‘Toward a Genealogy of ‘Deontology’’ (in Journal of the 





















                                                
12 虚構物について、さらに詳しくはバウリング版全集(Works of Jeremy Bentham, ed. John Bowring, 11 vols., 
Edinburgh, 1843.)の第 8巻に収録されている『存在論』か、あるいは最近出版された英仏対訳のテキスト(De 
l’ontologie et autres textes sur les fictions, Texte anglais établi par Philip Schofield, Traduction et commentaires par 



















                                                
13 この定義によれば、たとえば、人間は、動物という類概念と、理性的という種差によって、理性的動物
として定義される。詳しくは D 74以下を参照せよ。 
14 『ニコマコス倫理学』、第二巻第五章 
15 『義務論』ではヒュームへの言及がほとんどないが、この説明はヒュームの影響をとりわけ強く感じさ
せる。cf. David Hume, A Treatise of Human Nature, Oxford UP, 1978, p. 469.  
























                                                





















                                                





















                                                

























                                                                                                                                          









































なされないからである(D 185, 212)。 
誠実は、善行に数え入れられる行為のうちでも、自然的、宗教的、道徳的、
法的サンクションのいずれかのサンクションの力によって義務的だと見なされ
                                                
20 なお、benevolenceはときに「博愛」とも訳されるが、(1)ベンタムの用法では、必ずしも自分以外すべて
の人間に対して善をなそうという感情を意味しないこと(その場合は universal benevolence という語を用い
る。たとえば D 129)、(2)beneficenceとの対応を考えて「善意」という訳を用いた。 
 -48- 
るものであり(D 154, 211)、正義と同一視されている(D 127, 220)。また、積極的
善行は他人に善をなすことであり、消極的善行は他人に悪をなさないことであ
るが、後者はより正確には、誠実の徳に反するとは言えないが他人を不快にす







































                                                
21 D 181の例を改変した。 
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